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カーボンニュートラルへの貢献
CO2分離回収技術の進展により、炭素循環ビジネス創出・発展に貢献
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研究開発目標・項目と進捗

プレート&フレーム型式

写真、図

薄膜化に対応し易い
圧力損失が小さい ・・・ 排ガスは低圧のため重要長所

耐圧性が低い → 重要度小
新規技術短所

プレート
&フレーム
型膜エレ
メントの
開発

• エレメント量産に向けた原理
実証機および量産パイロットの
設計、導入

• 均質な量産条件検討
• 潜在顧客への供試

〇
原理実証機お
よび量産パイ
ロットを計画通
り、設計・導入

3 • 基本仕様の決定
• 原理実証機の導入
• 量産パイロットの設計
• 潜在顧客への供試検討

直近のマイルストーン これまでの開発進捗 進捗度

（委託先）
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まとめ

商業サイズエレメントはほぼ完成

エレメント量産パイロット（自動化）を設計、発注完了

川崎市ごみ焼却処理施設内で、実証試験開始
（2026年3月～）
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